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Braille－Using Learners; Attempt to create voice guidance  
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ブライユによって発明された縦に 3 点、横に 2 点、併せて 6 つの点で文字を示す 6 点点字は現在
も多くの国で使われており、ユネスコによる「 World Braille Usage 」3 ）には、世界 142 カ国、133









で文字を説明する。日本語ではこの 6 点 1 文字を一つの「マス」と呼ぶ（図 1 ）。
図 1　1 マスの点の配置
た。ブライユによって発明された縦に 3 点、横に 2 点、併せて 6 つの点で文字を示す 6 点
点字は現在も多くの国で使われており、ユネスコによる「World Braille Usage」(3)には、





























3. 「さわる 50 音図」 
本稿は筆者らが過去に作成した「さわる 50 音図」に対応した中国語版「音声ガイド」の
作成を報告するものである。そこでまず「さわる 50 音図」（資料 1，2）作成の経緯とその
特徴について述べる。 
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られる。実際には漢点字と呼ばれる 8 点の点字や 6 点漢 が存在するが、一般には普及していな
いため、特別支援学校などでも主に仮名の点字で指導が行われている。点字は漢字を用 ないた










































































語学習者数共に常に世界で上位を占めている。また、国際協力機構（ 2009 ）の調査では 0 歳～
















































母音「a, i, u, e, o」の「o」と今の「o」は発音が同じですが、使い方が違います。 
図 2 点字 カ、サ行 
音声ガイド：母音（ア行）子音（カ行）
　まず、日本語の母音は 5 つあります。a, i, u, e, o です。
　書き方は「 a 」①の点、「 i 」①の点と②の点、「 u 」①の点と④の点、「 e 」①の点と②の点
と④の点、「 o 」② と④の点です。
　次に、母音の点字に子音を表す点を追加します。例えば、母音に子音（ k ）を表す点は 6 の
点です。ka 行は　ka, ki, ku, ke, ko と発音します。
　書き方は、「 ka 」母音「 a 」の①の点と、子音（ k ）の⑥の点、「 ki 」母音「 i 」の①の点②
の点と、子音（k）の⑥の点、「ku」母音「u」の①の点と④の点と、子音（k）の⑥の点、「ke」
母音「 e 」の①の点と②の点と④の点と、子音（ k ）の⑥の点、「 ko 」母音「 o 」の②の点と
④の点と、子音（ k ）の⑥の点です。
　この要領で 46 字分を、各行ごとに分けて説明した。さらに、サ行の「シ」、タ行の「チ」「ツ」、
















母音「 a, i, u, e, o 」の「 o 」と今の「 o 」は発音が同じですが、使い方が違います。
他の教材では、この二つの点字を区別するために、母音の「 o 」はアルファベット o で、子







一マス目は① , ② , ⑥の点の「 ki 」
二マス目は②の点、
三マス目は① , ② , ③ , ④ , ⑤の点、「 te 」の 3 文字になります。








　点字で濁音、拗音を示す場合は 2 マス用いる。清音は 1 マスで 1 文字を表すが、そうすると 6
点の点字の組み合わせでは全部で 63 通りの文字しか作れない。そのため、濁音、拗音等を表す
ときは 2 マスを使い、1 マス目には、濁音、半濁音、拗音、拗濁音、半拗濁音を表す前置点を書
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いてから、2 マス目に清音を書く（図 3 ）。そのため、「音声ガイド」でも、まず日本語の点字は



















ka 行、sa 行、ta 行、ha 行の文字の前のマスに⑤の点を書くので、濁音は 2 マスで一つ
の文字を表します。 
ka, ki, ku, ke, ko の前に 5 の点を書くと、ga, gi, gu, ge, go になります。 
sa, shi, su, se, so の前に⑤の点を書くと、za, ji, zu, ze, zo になります。 
ta, chi, tsu, te, to の前に⑤の点を書くと、da, ji, zu, de, do になります。 
ha, hi, fu, he, ho の前に⑤の点を書くと、ba, bi, bu, be, bo になります。 
 
⑤の点と sa 行の「shi」、⑤の点と ta 行の「chi」はどちらも(ji)と発音します。 
また、⑤の点とさ行の「su」、⑤の点と ta 行の「tsu」はどちらも(zu)と発音します。 
単語によって書き方が違いますが、sa 行の「ji」「zu」で書くことが多いです。 
 
ha, hi, fu, he, ho の前に⑥の点を書くと、pa, pi, pu, pe, po になります。 
 





 「さわる 50 音図」では、初級日本語の教材で使用される必要最低限の読点、句点、括弧、




ka 行、sa 行、ta 行、ha 行の文字の前のマスに⑤の点を書くので、濁音は 2 マスで一つの文
字を表します。
ka, ki, ku, ke, ko の前に 5 の点を書くと、ga, gi, gu, ge, o になります。
sa, shi, su, se, so の前に⑤の点を書くと、za, ji, zu, ze, zo になります。
ta, chi, tsu, te, to の前に⑤の点を書くと、da, ji, zu, de, do になります。
ha, hi, fu, he, ho の前に⑤の点を書くと、ba, bi, bu, be, bo になります。
⑤の点と sa 行の「 shi 」、⑤の点と ta 行の「 chi 」はどちらも（ ji ）と発音します。
また、⑤の点と sa 行の「 su 」、⑤の点と ta 行の「 tsu 」はどちらも（ zu ）と発音します。
単語によって書き方が違いますが、sa 行の「 ji 」「 zu 」で書くことが多いです。
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　数字の書き方は、世界共通です。数符（③ , ④ , ⑤ , ⑥の点）の後に数字を書きます。また
数字の後に言葉が続く場合は、マスあけせず、続けて書きます。
　アルファベットの a ～ z は世界共通です。日本語の文の中でアルファベットを使うときは、
アルファベットの前に外字符（⑤と⑥の点）を書いて、アルファベットであることを表します。
　日本語の点字でアルファベットを書く際に、単語の 1 文字目を大文字にする場合は 1 マス目に
外字符、2 マス目に⑥の点の大文字符を置き、それからアルファベットを書く。また「 PTA 」な




日本語の点字でアルファベットを書く際に、単語の 1 文字目を大文字にする場合は 1 マ
ス目に外字符、2 マス目に⑥の点の大文字符を置き、それからアルファベットを書く。ま
た「PTA」などすべての文字が大文字で書かれる場合は 1 マス目に外字符、2、3 マス目に






「さわる 50 音図」では数字 0～9、アルファベットの a～z の他に、その使い方として、










 まず、音声の録音はパソコンやスマートフォンで再生できる MP3 にするか、デジタル録
音図書の世界基準である DAISY(Digital Accessible Information System)(4)形式にするか
を検討した。点字図書館などで貸し出しされている録音図書は、以前はカセットテープが
主流であったが、現在はデジタル録音の DAISY 図書が主流となっている。DAISY 図書の再
生には専用のプレイヤーか、専用の再生ソフトをインストールした Windows パソコンが必







 次に、MP3 では DAISY のようにスムーズな頭出しが難しいため、音声ファイルは内容ご
とにファイルを分けることにした。最終的には(1)母音（ア行）、（2）子音（カ行）から(9)
子音（ワ、ヲ、ン）、(10)促音と長音、(11)濁音と半濁音、(12)拗音、(13)拗濁音、(14)記
図 5 英字の大文字 重大文字符 
 数字、アルファベット 
　「さわる 50 音図」では数字 0 ～ 9、アルファベットの a ～ z の他に、その使い方として、「 5 」、
「 10 」、「 798 」のような桁の異なる数、「 24 枚」、「第 10 課」、「 2016 年 3 月 15 日」といった数字








書の世界基準である DAISY（Digital Accessible Information System）4）形式にするかを検討した。
点字図書館などで貸し出しされている録音図書は、以前はカセットテープが主流であったが、現
在はデジタル録音の DAISY 図書が主流となっている。DAISY 図書の再生には専用のプレイヤーか、

















　次に、MP3 では DAISY のようにスムーズな頭出しが難しいため、音声ファイルは内容ごとに
ファイルを分けることにした。最終的には⑴ 母音（ア行）、⑵ 子音（カ行）から⑼ 子音（ワ、ヲ、
ン）、⑽ 促音と長音、⑾ 濁音と半濁音、⑿ 拗音、⒀ 拗濁音、⒁ 記号、⒂ 数字とアルファベット
の 15 の説明の音声ファイルと、⑼、⑾、⑿、⒀の説明の後に、それぞれの仮名の発音のみを録



































用状況調査では、回答者 305 人のうち、スマートフォン使用者は 162 人（ 53 . 1％）、タブレット











https://www8 . cao.go.jp/shougai/suishin/law_h25－65 . html（ 2019 年 11 月 7 日アクセス）
2 ） 日本学生支援機構「障害のある学生への支援・配慮事例（視覚障害・盲）」https://www.jasso.
go.jp/gakusei/tokubetsu_shien/chosa_kenkyu/jirei/mou.html#jirei01（ 2019 年 11 月 7 日アク
セス）
3 ） UNESCO 「World Braille Usage」 UNESCO and the National Library Service for the Blind and 
Physically Handicapped, 1990 .
 https://www.perkins.org/assets/downloads/worldbrailleusage/world－braille－usage－third－
edition.pdf（ 2019 年 11 月 7 日アクセス）
4 ） 公益財団法人日本障害者リハビリテーション協会（ JSRPD ）「エンジョイ・デイジー私らしい
















本研究は JSPS 科研費 JP16K02819 の助成を受けたものである。
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